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目的  
発育発達過程に沿った呼吸、寝返り、腹這い、四つ這い、高這いなどの運動は、重力に
適合した姿勢と運動を身につけるために有効であると考えられる。附属こども園において、
発育発達過程に沿った運動遊びを積極的に取り入れる保育実践を継続し、その効果を検証
することを目的に体力測定（日本幼児体育学会方式）を継続して実施する。さらに 2015
年度は、0 歳児クラスの運動遊びの充実のため、ハイハイを促す環境構成を試行・検証す
る。 
方法  
（１）聖隷クリストファーこども園において発育発達過程に沿った運動実践を継続し、2016
年 2 月に年長児の健康調査・体力測定を実施した。  
（２）0 歳児クラスの運動遊びの充実のため、ハイハイを促す環境構成を試行・検証する。 
発育発達過程を大切に保育した斎藤公子「さくら・さくらんぼ保育」における 0 歳児の環
境を文献、DVD 等の資料から整理し、その知見を元にハイハイを促す環境を整えた。  
報告  
（１）年長児の健康調査・体力測定  
 2016 年 2 月に実施した年長児の健康調査・体力測定の結果を全国平均値との比較で検証
した。実施初年度の課題であった「ボール投げ」は改善し平均値を上回ったが、「立ち幅跳
び」が全国平均値を下回っていた。この結果をふまえ、日々の運動遊びをさらに工夫にし
ていく。個々人の結果に基づき、健康習慣や体力づくりに役立てられる「すこやかキッズ
カード」を保護者に返却した。  
（２）0 歳児クラスに「ハイハイスロープ」を設置  
斎藤公子(1920‐2009)は「乳幼児期に大切なこと」として、「特に脳の運動野は、生後 2
年ぐらいで樹状突起の伸びはほぼ完成といわれているので、われわれはもっとも乳児期を
重視し、ハイハイ運動などを十分にさせるよう、部屋の造作、広さ、床の材質、また衣類
の作り、材質まで、運動しやすいように心くばりをするのである」とし、乳児期の運動と
そのための環境を重視していた。斜面（ハイハイ板）については、「戸板の大きさの厚い板
に 15～18ｃｍぐらいの間隔で桟を打ち、斜面にしてハイハイをさせると親指の蹴りがでや
すい」としていた。  
この知見をもとに、こども園の 0 歳児担任とミーティングを持ち、ハイハイを促す環境  
構成を検討し「ハイハイスロープ」の設置を考案した。押入れスペースを改修し、押入れ
中段まで斜面（ハイハイ板）で登っていき、すべり台で下りてくる「ハイハイスロープ」
が 2016 年 1 月に完成した。 
課題  
 こども園における体力測定は 3 年めであり、今後も定期的に運動能力検査を実施し客観
的な分析を行っていく必要があると考えられた。「ハイハイスロープ」は 0 歳児クラスにお
いて積極的に活用され、加えて 1,2 歳児も遊びに来て、ハイハイを促す環境となっている。
より有効な活用と安全性の検証を続けていく。  
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